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会   議   録 

会議の名称 
令和５年度第４回上三川町地域自立支援協議会 

令和５年度第１回上三川町医療的ケア児支援協議会 

開催日時 
令和６年１月２６日（金） 

午後２時００分～午後３時４２分 

開催場所 上三川町役場 大会議室 

議長（委員長・ 

会長等）の氏名 
飯田康人会長 

出席者(委員等）の 

氏名・出席者数 

飯田康人会長、髙田美保副会長、海老原友子委員、 

田﨑幸夫委員、鈴木礼子委員、増渕盟美委員、中指祐一委員、 

荒川孝一委員、渡辺由美委員、小島友香委員、大島淑江委員、

髙田緑委員、大槻英一委員、山口静子委員、高橋温美委員、 

貝木教子委員、笹島由美委員        出席者１７名                   

欠席者（委員等）

の氏名・欠席者数 

入江里美委員、黒岩幹枝委員 

欠席者２名 

事務局職員 

の職・氏名 

浜野課長、髙田課長補佐、後藤係長、峰主査、小池保健師、 

上三川障がい児・者生活相談支援センター荒木氏、石川氏 

会議次第 

議事 

【地域自立支援協議会】 

(1) 上三川町第３次障がい基本計画、第７期障がい福祉計画、

第３期障がい児福祉計画策定について 

(2) 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム協議の場 

活動報告 

【医療的ケア児支援協議会】 

(1) 医療的ケア児支援協議会作業部会活動報告 

配布資料 

・上三川町地域自立支援協議会次第 

・上三川町第３次障がい者基本計画、第７期障がい福祉計画、

第３期障がい児福祉計画 

・精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステム協議の場 

 活動報告資料 

・上三川町医療的ケア児支援協議会次第 

・上三川町医療的ケア児支援協議会作業部会活動報告資料 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

髙田補佐 

 

 

 

 

 

髙田補佐 

 

 

 

飯田会長 

 

髙田補佐 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

飯田会長 

 本日はお忙しいところお集まりいただきまして誠にありがと

うございます。開催の前に、本日お配りした資料の確認をさせて

いただきます。 

（資料確認） 

資料の不足がございましたらお申し出ください。 

 

 それでは、令和５年度第４回地域自立支援協議会を開会いたし

ます。 

 開会にあたりまして、飯田会長よりごあいさつ申し上げます。 

 

（あいさつ） 

 

 ありがとうございました。 

それでは、これより議事に入ります。上三川町地域自立支援協

議会設置条例第６条により、会長が議長となる規定でございます

ので、これからの進行については飯田会長に議長をお願いいたし

ます。 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。 

まず、議事に入ります前に、本日の会議録の署名人を指名させ

ていただきます。今回は、増渕委員と中指委員にお願いしたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、議事に進みます。 

（１）上三川町第３次障がい者基本計画、第７期障がい福祉計

画、第３期障がい児福祉計画策定について 

事務局から説明をお願いします。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 事務局の説明が終わりましたので、議事（１）の説明について、
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髙田(緑)委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

荒川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑をお受けします。ご意見、ご質問はございますか。 

 

 災害時、一般の方は体育館などの避難所があると思うが、障が

い者の場合は、一般の避難所で過ごすことは困難だと思います。

知的など、皆さんに理解してもらうのは難しいし、こだわりが強

かったりすると、障がい者本人はもちろん家族もその場にいられ

ないこともある。上三川町に障がい者が避難できる場所はあるの

でしょうか。 

 また、親以外に障害の程度や対応がわかる方がいる施設との連

携を取るなどして受け入れ態勢を整えてほしいです。 

  

 町では、福祉避難所ということで、障がい者を受け入れる施設

としていきいきプラザを設定しています。計画の策定は、アンケ

ートなどにより見えてきた課題を、今後、この計画に沿って解決

の向けていきましょうというものです。そのための自立支援協議

会であり、部会活動等であると思います。 

 次に連携というところですが、連携の中身が重要と思われます。

協議会の中で、“こういった連携が必要”となれば、どこがどのよ

うな役割かということを明確にしたうえで、施策を進めていくこ

とが考えられます。 

 

 その他、ございませんでしょうか。 

  

 基本計画の４９ページから評価指標が載っていると思います

が、考え方について教えていただきたい。 

 令和５年度にアンケートを取って９.４パーセントだった。令和

１１年度にどうなるかということですが、令和５年度にアンケー

トを取った人と同じ人に令和１１年度でもアンケートを取るとい

うことであれば評価がはっきりできると思う。しかし、実際は別

の人にとることになるので、それで良いか考え方をお聞きしたい。 

 もう一つ、（福祉計画）８３ページの一般就労への移行に記載で

すが、実際に移行した人をどのようにカウントするのか教えてい



4 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員 

 

 

 

 

飯田会長 

 

海老原委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

海老原委員 

 

 

 

事務局 

ただきたい。 

 

 パーセンテージの考え方ですが、アンケートの対象者は令和５

年と令和１１年では当然変わります。今回アンケートを取った時

点で、９.４％の方が困り事や悩み事を抱えているということであ

れば、この割合を少しでも減らしていくことができれば、障がい

者全体を見た時には改善に向かっていると言えるのではないかと

考えます。 

 次の質問ですが、障害福祉サービスの利用者はモニタリングに

より一般就労したことが把握できるので、その数をカウントして

おります。 

 

 今後、就労選択支援が始まるので、就労継続支援Ａ型なのか、

Ｂ型なのか、一般就労が可能かどうかアセスメントする。その数

を調査する話もあがってきているので、そういったところからも

具体的な数字が取れるようになると思われる。 

 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 

 ７８ページの地域移行は具体的に上三川町にもグループホーム

ができたという話も聞いています。親元に帰すということが必ず

しも地域移行ではないですよね。地域移行の考え方をお聞きした

い。 

   

 具体例としては、長期で入院されている方が地域にあるグルー

プホームに入居することも地域移行になります。 

 

 病院からという話ですけれども、施設から地域移行ということ

もあるわけですよね。移行先がしっかりできていないとなかなか

難しいのかと。具体的な計画はあるのでしょうか。 

 

 受け皿の問題ということなんですが、町でひとつ認可がおりた
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荒川委員 

 

 

事務局 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホームがございます。これから計画として進んでいるも

のもあります。今回目標にあげている 2 人は、数字的には達成が

可能でないかと考えている。 

 受け皿を増やしていくことについては、今後の課題と思ってい

ます。 

 

 もう一つの 80ページには病院施設からという話があるが、これ

は別と考えてよろしいですよね。 

  

 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築」に特化し

た目標なのでそう考えていただいて大丈夫です。 

 

 その他ございますでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは次に進みたいと思います。 

（２）の精神障害にも対応した地域包括ケアシステム協議の場活

動報告について事務局から説明をお願いします。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 事務局の説明が終わりましたので、委員のご意見、ご質問を伺

います。何かございますか。 

 

（意見なし） 

 

 よろしいでしょうか。それでは質疑もないようですので、以上

で地域自立支援協議会の議事を終了したいと思います。 

 続きまして、医療的ケア児支援協議会における議事に入りたい

と思います。次第の 2枚目をご覧いただきたいと思います。 

 議事及び報告事項（１）医療的ケア児支援協議会作業部会活動
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荒川委員 

 

飯田会長 

 

 

 

海老原委員 

 

 

事務局 

 

 

海老原委員 

 

 

 

荒川委員 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

報告について荒川部会長からお願いします。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 ありがとうございました。荒川部会長より報告がございました

が、この件について、質疑をお受けしたいと思います。ご質問等

ございますでしょうか。 

 

 以前、医療的ケア児に必要な器具が必要な時に給付を受けられ

ないのか話し合った経過があったと思うが、その後どうなったか。 

 

これまで対象者年齢が学齢児以上と制限がついていましたが、

要綱改正され、学齢児未満でも支給可能となっております。 

 

 皆さんと協議してそうなったことは良かったですよね。その他

にも、医療的ケア児の保護者から“このようなものが欲しい”と

か具体的な課題はありますでしょうか。 

 

 令和 6年 1月 10日に作業部会で医ケア児の保護者からヒアリン

グを行った結果から、地域課題の抽出作業を行いました。卒業後

の進路がどうなのか、兄弟の支援はどうか、日中預かってもらえ

る場所があるか、看護師がいないことによる対応の難しさ、在宅

の中での支援、就園の問題が出ていますが、まだ、全部整理され

ていないので、今後、ご報告していきたいと思っています。 

 

 参考までに、ヒアリング結果の資料に保護者の願いや思い、必

要な欲しいものなど項目が出ていますので見ていただけたらと思

います。 

 

その他ございますでしょうか。 

 

（質疑なし） 
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髙田補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で医療的ケア児支援協議会の議事を終了いたしまして、本

日の議事は全て終了ということになります。進行を事務局にお返

しします。 

 

 飯田会長、議事進行ありがとうございました。 

 それでは次第の「４ その他」でございますが、お集まりの皆

様から何かございますか。 

 

（委員意見なし） 

 事務局から委員の皆様に連絡事項等ございますか。 

 

（事務局伝達事項なし） 

 

 ないようですので、以上を持ちまして令和５年度第４回上三川

町地域自立支援協議会及び令和５年第１回医療的ケア児支援協議

会を閉会いたします。 

 次回の協議会につきましては、日程が決まり次第通知を差し上

げます。本日はお疲れ様でした。 

 

 

 


